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令和７年度一般会計補正予算の概要令和７年度一般会計補正予算の概要
各種事業等に係る補正予算について審議し、それぞれ全会一致で可決されました。

一般会計補正予算（第3号）　　補正額　7,530万９千円
●賦課事務費（システム改良委託料）　62万7千円
●保育事業費（保育所運営委託料、熊川保育園改良費補助金 等）　4,737万1千円
●幼稚園費（私立幼稚園児保護者負担軽減補助金 等）　806万6千円
●子育て支援費（システム改良委託料、医療費助成費 等）　657万1千円
●生活保護総務費（生活保護システム改良委託料 等）　342万4千円
●教育指導費（和太鼓体験・指導委託料）　39万6千円
●予備費　885万4千円

一般会計補正予算（第4号）　　補正額　4,747万1千円
●高齢者福祉事業費（商品券配布等業務委託料 等）　4,481万2千円
●予備費　265万9千円主な事業

主な事業

▲各委員会の顔ぶれ（◎は委員長、○は副委員長）
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高齢者物価高騰対応生活支援事業を含む高齢者物価高騰対応生活支援事業を含む
令和７年度一般会計補正予算を可決令和７年度一般会計補正予算を可決

令和7年第2回定例会
６月10日～６月27日
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横田基地について

市が管理する道路及び公園等における樹木の管理について

民間企業との連携について

通学路及びスクールゾーンの標識・標示等について

▲キャッシュレス決済ポイント還元事業のポスター

▲市で管理する道路の樹木管理の様子

▲原ヶ谷戸第二交差点

▲通学路点検の様子

　質問　昨年８月の横田飛行場にお
けるＰＦＯＳ等を含む水の漏出事案
での米側の説明内容を伺う。
　市長　今年４月に北関東防衛局よ
り、米側が貯水池の残水を粒状活性
炭フィルターで浄化し雨水排水路へ
放流する旨と、濃度が50ng/Lを下回
れば当該放流は許容されると環境省
に確認したとのことから、国へ放流
の際のサンプル調査等を要請。立入

　質問　市が管理する道路や公園等
における樹木の安全管理策を伺う。
　市長　市では、これまで「福生市
緑の基本計画」等に基づき緑の持続
可能性を保つことを重点に置き緑化
に取り組んできたが、長い年月によ
り多くの樹木が大木化・老木化し、
街路樹の通行や視認への障害、公園
の樹木の民有地への越境、施設の損
壊など、安全に支障を来すものが出

　質問　本市の企業版ふるさと納税
に関する取り組みについて伺う。
　市長　令和７年３月の福生市人口
ビジョン及び総合戦略策定に伴い、
新たに制度を活用するため地域再生
計画を作成し国の認定手続を進めて
いる。企業版ふるさと納税をきっか
けとした、新たな包括連携協定の締
結や既に締結している企業からの寄
附も期待できる。民間企業も社会貢

　質問　本市の通学路及びスクール
ゾーンの標識・標示等の維持管理や
更新について所見を伺う。
　市長　本市では、劣化や摩耗した
道路標識、道路標示など道路施設の
不具合は、市実施の道路パトロール
や教育委員会が行う通学路点検のほ
か、市民からの情報提供等により把
握し、不具合は可能な限り早期の更
新等に努めている。対応結果は、学

調査時の測定値が、50ng/Lを大幅に
下回ったため、５月末より放流が開
始された。防衛省は公共用水域での
サンプル調査を複数回行う。引き続
き適切な情報発信に努めるとともに、
都や周辺自治体と連携し対応する。
市の物価高騰対策について
質問　今般の物価高騰に対する市の
認識と対応策等を伺う。
　市長　本市では、国の交付金を活

ている。市では、街路樹や公園の樹
木の維持管理に係る指針等は作成し
ていないが、各施設の所管課が随時
日常点検を実施、必要に応じ樹木の
剪定及び伐採を行い、倒木の危険の
ある樹木等は東京都の樹木診断マニ
ュアルや樹木医など専門家の意見を
伺うなど、適切な対応に努めている。
令和７年度の「平和のつどい」につ
いて

献の取り組みをＰＲする機会が増え
るほか、寄附額の最大９割の税額控
除など税制上の優遇措置を受けられ
る。本制度は地域の活性化につなが
る重要な取り組みであり同時に、民
間企業との連携の機会を増やすもの
と認識しており導入に向け進めたい。
原ヶ谷戸地区周辺の道路整備につい
て
　質問　原ヶ谷戸第二交差点は交通

校関係者へフィードバックし、必要
に応じ対策内容の改善・充実を図る
など、通学路の安全確保に向けたＰ
ＤＣＡサイクルを実践している。
持続可能な航空燃料（ＳＡＦ）につ
いて
　質問　今年９月に開催される東京
2025世界陸上において、アスリート
が移動する航空機の燃料にＳＡＦを
活用する取り組みが行われ、都が原

用し、介護サービス事業所等への支
援や住民税非課税世帯への給付事業
を実施してきた。また、キャッシュ
レス決済ポイント還元事業を実施す
るとともに、定額減税不足額給付金
給付事業を現在準備中。国の交付金
増額を受け、高齢者にお米券を配布
する事業の追加補正予算案を今定例
会に提出予定。引き続き市民や事業
者の生活を守る対策を講じていく。

　質問　戦後80年となる今年の「平
和のつどい」の内容を伺う。
　市長　当初、８月開催の「平和の
つどい」で戦争に関連した劇場アニ
メーション映画の上映とトークイベ
ントを予定していたが、映画のリバ
イバル上映の影響により10月へ延期。
８月は、戦争経験者の講演会を開催
し、２つの事業により終戦後80年の
節目にふさわしいものにしたい。

量が非常に多く渋滞が発生しやすい。
本市の考えを伺う。
　市長　多摩橋通りは、車の通過交
通量が多く、同交差点やＪＲ青梅線
志茂踏切付近で朝夕を中心に渋滞が
発生していることは認識している。
解消には、志茂立体交差工事や産業
道路延伸の早期完了が重要であり、
早期完成を要望するとともに、引き
続き都に全面的に協力していく。

料の使用済み食用油を家庭等から回
収するキャンペーンを開始したとの
ことだが、本市の対応を伺う。
　市長　廃食用油の回収にオール東
京で取り組み、ＳＡＦの製造につな
げるもので、本市では６月16日から
10月31日に市役所１階に回収ボック
スや世界陸上ののぼり旗を設置する。
市民へはホームページや６月15日号
の市広報で周知する。

今定例会では、15名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
 会議録は８月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

◀議員BOOK

正和会
小林 貢 議員

正和会
森田 哲哉 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

公明党
原田 剛 議員
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福生市の契約制度における少額随意契約について

小・中学校の安全対策について

市のイベント運営について　

社会教育における子どもを中心とした取組について

スタートアップ企業支援について

▲水泳指導外部委託化モデル事業の様子

▲「福生市教育ビジョン2025-2029」

▲市で発行している創業支援パンフレットの表紙

　質問　地方自治法施行令の少額随
意契約の基準額がこのたび数十年ぶ
りに改正されたが、その理由と効果、
また、市としての対応を伺う。
　市長　少額随意契約は、能率的な
行政運営が阻害される恐れがあるた
め、規則で定める額までにおいて随
意契約を可能とする制度。国は、近
年の急激な物価高騰と自治体の事務
負担増を受け、市町村の工事の基準

　質問　本市の小・中学校において、
不審者を校内に入れないための事前
の対策及び、侵入してしまったとき
の対策を伺う。
　教育長　市内の全小・中学校にお
いて正門等に電気錠を設置し、放課
後まで校門を施錠。併せて校舎等に
防犯カメラを設置し常時モニターで
来校者を確認している。不審者侵入
時の対策では、ボタンを押すだけで

　質問　市が中心となってイベント
運営を行うのはかなり負担が大きい
と感じるが、市が担うことになった
背景や今後の方向性について伺う。
　市長　福生の三大祭りの運営では
イベントの歴史や地域の祭りならで
はの魅力を失わないよう事務局を担
ってきた。しかし、担い手不足、会
場周辺の住民への配慮などにより、
市の負担は増加している。祭りの歴

　質問　10年後、20年後に社会の中
心となる子どもたちをターゲットと
した取り組みに注力すべきと考える
が、社会教育や生涯学習分野におけ
る本市の取り組みについて伺う。
　教育長　社会教育における子ども
を中心とした取り組みについて、令
和７年３月に策定した「福生市教育
ビジョン2025－2029」では、生涯を
通じた学びによる豊かな地域づく

　質問　福生市としてスタートアッ
プ企業の支援に関する具体的な制度
や事業はあるか。現状や実績につい
ても伺う。
　市長　令和６年度は、「中小企業
振興資金融資制度」が20件のスタート
アップ企業に活用され、「空き店舗活
用補助金」は比較的有利な条件である
ことから市外から利用されるケースが
増えている。福生市商工会が実施する

額では130万円から200万円に、消耗
品等財産の買入れは80万円から150
万円に引き上げた。これにより、地
方自治体は迅速に事業を執行でき、
地元中小企業側の事務負担軽減、公
共工事の速やかな実施による事業環
境の改善、地域経済活性化などが期
待される。国の改正に合わせ４月１
日から福生市契約事務規則を改正し
ており、より迅速で効率的な事務遂

警視庁の通信指令センターに接続し、
即座に警察官が出動する仕組みであ
る非常通報装置「学校110番」を導
入、職員室等に設置している。また、
教職員等の対応訓練や児童・生徒の
避難訓練を随時実施している。
児童・生徒同士のトラブルの保護者
対応について
　質問　児童・生徒のトラブルが生
じた際の学校の対応について伺う。

史や魅力を大切にしつつ、一部をア
ウトソーシングする取り組みが重要。
また、観光協会や企業等とのパート
ナーシップの展開など、担い手のす
そ野を広げていく時期が来ている。
水泳指導について
　質問　令和６年度の水泳指導の外
部委託化モデル事業の成果、課題を
踏まえた今後の展望を伺う。
　教育長　令和６年度に実施した福

り・人づくりを基本方針の一つに掲
げ、「こどもまんなかふっさ」の具
現化を目指した取り組みを進めてい
る。生涯学習推進課では、「令和の
記憶・記録プロジェクト未来に残し
たい福生の風景写真コンテスト」で
小・中学校の全児童・生徒に審査を
依頼し、子どもたちの郷土愛の醸成
に努める。スポーツ推進課では、令
和７年度からパラスポーツ体験教室

「福生市よろず相談支援事業」は相談
事業のほか、事業計画策定支援も行
っておりスタートアップ企業に対する重
要な支援となっている。
若者によるまちづくり参画の推進に
ついて
　質問　高校生や大学生などの若者
が市政や地域活動に関わる機会に関
する現状と、若者のまちづくり参画
を促進する制度を新たに創設する考

行を目指す。
　質問　少額随意契約以外にも見直
しを検討しているか伺う。
　総務部長　現在の物価は上昇傾向
にあるため、担当課や契約係契約の
基準額、前払金の限度額、見積徴収
の省略に係る基準額等についても適
正化を図りたいと考えている。時期
については、国や他の自治体の動向
を注視しつつ判断していきたい。

　教育長　トラブル発生時は、教育
的視点に基づき丁寧かつ迅速に対応
するよう「初期対応を適切に行う」
「組織的に対応する」の２点を指導
している。また、教育委員会では、
各校と児童・生徒に関わる情報を日
頃から共有し、大きなトラブルに発
展しそうな事案は助言を行うだけで
はなく、指導主事等が直接保護者へ
説明するなど学校を支援している。

生第六小学校及び福生第三中学校の
２校の成果は、水泳指導の質的向上
と年間指導計画で想定した日程・回
数どおりに水泳指導が実施できたこ
との２点である。令和７年度は福生
第四小学校、福生第五小学校、福生
第七小学校を追加した５校で実施す
る。今年度さらに検証を重ね、令和
８年度からの全校実施が円滑に行え
るよう取り組んでいく。

の会場に小学校を加える。公民館で
は、小学５年生から中学３年生を対
象にジュニア社会教育士養成講座を
実施し、学校・学年を超えた仲間と
交流し地域の一員としての自覚を育
む。図書館では、小学５年生から中
学３年生を対象にジュニア司書養成
講座を実施し、より豊かな読書啓発
を図る。このように、子どもたちを
中心とした取り組みを推進していく。

えはあるかを伺う。
　市長　「総合計画（第５期）後期
基本計画」策定時に高校生に意見聴
取するなど様々な取り組みを実施。
一方で、高校生・大学生は部活動や
進学、就職に向けた準備等時間的制
約が大きいため、これまでの取り組
みを継続する中で若者が参加しやす
い柔軟な参画の機会を確保し若者の
声をまちづくりに生かしていきたい。

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
仲間 正司 議員

正和会
武藤 政義 議員

公明党
青木 健 議員

日本維新の会
西尾 壽々斗 議員
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DX推進について

子宮頸がんワクチンについて

米軍横田基地について

▲高齢者スマートフォン体験事業の様子

▲北関東防衛局からの情報提供内容（市HPより）

　質問　高齢者のデジタルデバイド
対策についての所見を伺う。
　市長　スマートフォンを所有して
いない65歳以上の高齢者を対象に無
料で機器を貸し出し、操作を体験す
る講習会を実施。令和７年２月まで
に延べ393人が参加した。事業実施
後のスマートフォンの平均購入率は
64.3％だった。また、東京都の事業
も積極的に活用し、スマートフォン

　質問　子宮頸がんワクチンの現状
と市の取り組みについて伺う。
　市長　子宮頸がんは、国立がん研
究センターがん情報サービスによる
と、国内では年間で約１万人以上の
女性が発症し、年間約３千人の女性
が死亡すると推測されている。また、
性交渉によるＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）感染が主な原因とされ
ており、ワクチン接種により感染リ

　質問　米国国防総省の日本におけ
る有害廃棄物処理に関する監査報告
書について、内容と市の対応を伺う。
　市長　４月30日付で公表された監
査報告書によると、ＰＣＢ（ポリ塩
化ビフェニル）が、定められた手続
によらず処分され、ＰＦＯＳ等を含
む水は、不適切に保管された、との
ことだった。これを受け、横田基地
に関する東京都と周辺市町連絡協議

教室や専門アドバイザーによる相談
会を市役所や福祉センターで開催。
令和６年度は両事業合計で延べ251
名の参加があった。現在老人クラブ
を対象にアンケート調査を実施して
おり、今後の施策への参考としたい。
搾乳マークについて
　質問　授乳室を搾乳でも利用でき
ることを示すシンボルマーク「搾乳
マーク」について、市の所見を伺う。

スクを減らすことができる。本市で
は、令和７年度は小学校６年生から
高校１年生の年齢に相当する女子を
対象とした定期接種に加え、令和４
年４月１日から令和７年３月31日ま
でのキャッチアップ接種期間に１回
以上接種した方に対し、令和８年３
月31日まで接種期間を延長してワク
チン接種を実施。定期接種状況は令
和５年度が延べ141人、６年度が延

会は、米軍に対し詳細情報の速やか
な提供を要請するとともに、国に対
しても、同様の内容を米軍に要請す
るよう要請した。
米軍関係者の刑法犯事件に関する報
道について
　質問　2013年から24年までに東京
都内における米軍関係者による刑法
犯事件が計160件あったことが報じ
られたが、本市の受け止めを伺う。

　市長　搾乳マークは、一部の自治
体等が、独自に作成し普及を図って
いる。現時点では、国及び都の各種
ガイドラインに定めはなく、施設管
理者が任意で掲示している。本市で
は、授乳とともに搾乳も可能なスペ
ースとして「赤ちゃん・ふらっと」を
利用することができる。今後、国及
び都から新たな指針等が示される可
能性もあり、動向を注視していく。

べ215人であった。また、キャッチ
アップ接種も全対象者に個別の勧奨
を行っており、接種状況は、令和５
年度が延べ518人、６年度が延べ
1160人となっている。なお、今後の
取り組みとして、ワクチン接種に関
する情報の周知を市ホームページで
行うとともに、接種推奨年齢にあた
る方や、ワクチン未接種の方に対し
引き続き個別勧奨通知を行う。

　市長　北関東防衛局に検挙数を把
握していたか確認したところ、統計
的に把握はしていないが、日本側捜
査当局から公表がなされ、関係省庁
より情報提供があった場合は、北関
東防衛局から地元自治体に全て伝達
し、適切に対応していくとのことだ
った。今後も東京都や基地周辺自治
体と連携しながら、国に対し、適時
適切な情報提供を求めていく。

公共施設におけるバリアフリー化の進捗状況について

▲石段の段差解消を行ったS&Dたまぐー福生中央図書館

　質問　本市の公共施設におけるバ
リアフリー化は計画どおり進んでい
るか伺う。
　市長　第４期福生市バリアフリー
推進計画及び福生市公共施設等総合
管理計画等により順次バリアフリー
化を進めている。最近では、Ｓ＆Ｄ
たまぐー福生中央図書館のエレベー
ターやバリアフリートイレの設置、
石畳の段差解消等を行った。現在、

熊川駅のエレベーター設置工事など
バリアフリー化に積極的に取り組ん
でいる。未実施の施設については、
財源を確保しつつ改修工事を実施し、
利用時の負担を軽減し、気軽に利用
できる公共施設整備を推進していく。
障がい者の外出支援等について
　質問　移動支援等の支給時間やタ
クシー費用助成、ガソリン費用助成
の拡充について、市の所見を伺う。

　市長　本市では３年に一度、各区
分の支給決定基準を設定し、個々の
障害の状況、本人の意向等を伺い公
平なサービスが提供されるよう努め
ている。現在拡充は予定していない
が、令和７年度に実施する障害者生
活実態調査結果の分析や、近年の物
価高騰及び円安の継続性などの社会
情勢や、他市の動向などの情報収集
をしていく。

高齢者の住まいについて
　質問　高齢者に住宅を貸したがら
ない大家もあり、住宅が見つからな
いという高齢者からの相談があった。
大家側は、介護や認知症問題、身寄
りや保証人がおらず、死亡時の対応
などが懸念される。借地借家法では、
所有者が借家人を保護する義務を負
うため、高齢者との契約を渋る大家
が増えると考えるが、高齢者の住ま
いに対する市の施策を伺う。

　市長　我が国の住宅供給事情を見
ると、今後、高齢者などの住宅確保
要配慮者の住まいを確保するニーズ
が高まることが見込まれる。一方、
賃貸住宅の所有者が孤独死や死亡時
の残置物処理、家賃滞納等の懸念を
持つ現状もある。そうした状況を踏
まえ、国では、「住宅確保要配慮者
に対する賃貸住宅の供給の促進に関
する法律（住宅セーフティネット

法）」を改正し、支援の強化を掲げ
ている。本市においても、適切な住
宅を確保することが困難な高齢者世
帯に対し公営住宅の一部を高齢者世
帯専用としているほか、民間の集合
住宅を借り上げて提供するシルバー
ピア事業を実施している。また、高
齢者に限らず、相談を受けた際は、
公的賃貸住宅やセーフティネット住
宅等の情報提供も行っている。

公明党
堀 雄一朗 議員

公明党
川﨑 善友 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
幡垣 正生 議員
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災害に備えた市の職員等の取組について　

▲災害時医療救護所開設訓練の様子

　質問　令和８年度の防災庁の設置
に向けた国の動きなども踏まえ、本
市でも、様々な備えをしていると認
識している。災害時は、職員が日常
の職務とは異なる対応を求められ、
平時からその認識の下、備えを万全
にしていくことが重要と考える。福
生市地域防災計画では防災活動の組
織整備等について示されているが、
本市の防災担当以外の職員も含めた

災害に備えた取り組み及び関係機関
等との取り組みについて伺う。
　市長　災害対応について、東京都
や様々な機関において研修、訓練等
が設けられ、各担当の職員が積極的
に参加し、予期せぬ災害に備えてい
る。例えば、り災証明書の交付は課
税課と収納課の職員が、建築物の倒
壊等の危険性を判定する応急危険度
判定は、公共施設マネジメント課と

まちづくり計画課の職員が講習会等
に参加し、専門的知識を習得してい
る。令和６年度には、新たに福生消
防署と迅速なり災証明書発行に向け
た災害協定を締結した。健康課と子
ども家庭センター課では、毎年福生
市医師会等と連携して災害時医療救
護所開設訓練を実施、また公立福生
病院や近隣市町と連携し緊急医療救
護所訓練も実施予定。

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

つ
い
て
は
従
前
の
例
に
よ
る
。

●
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
に
伴
い
、
土
地
又
は
建

物
に
関
す
る
証
明
に
係
る
規

定
を
改
め
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　
土
地
又
は
建
物
に
関
す
る

証
明
を
交
付
す
る
際
の
手
数

料
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、

標
準
準
拠
シ
ス
テ
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移

行
に
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が
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１
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５
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。

●
福
生
市
乳
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す
る
条
例
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改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
が
令
和
７
年
10
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か
ら
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施
す
る
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児
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義

務
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就
学
児
及
び
高
校
生

等
の
医
療
費
助
成
制
度
に
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け
る
所
得
制
限
の
撤
廃
に
伴

い
、
養
育
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関
す
る
規
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正
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令
和
７
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行
し
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す
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で
、

経
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措
置
と
し
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本
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規
定
は
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後
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わ

れ
る
療
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に
係
る
医
療
費
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に
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に
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費
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つ
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従
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よ
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●
福
生
市
義
務
教
育
就
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児

の
医
療
費
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成
に
関
す

る
条
例
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び
福
生
市
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校

生
等
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費
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に
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す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
第
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保
育
料
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保
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す
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付
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す
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３
０
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追
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５
６
９
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６

２
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徴
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テ
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か
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施
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う
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す
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の
で
、

経
過
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と
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本
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定
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わ

れ
る
療
養
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係
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療
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た
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●
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生
市
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す
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関
す
る
法
律
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基
づ
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人
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情
報
の
提
供
に
関

　
す
る
条
例
の
一
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を
改
正

す
る
条
例

　
本
条
例
第
１
条
で
は
、
生

活
に
困
窮
す
る
外
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関

す
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事
務
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個
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番
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事
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す
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す
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さ
れ
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す
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第
１
条
の
規
定
は
公
布
の

日
か
ら
、
第
２
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の
規
定
は

令
和
７
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10
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１
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よ
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す
る
も
の
で
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経
過
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療
証
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係
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い
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用
し
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効
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前
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に
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議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 スポーツ・

文化の会※ 議決結果

市　長　提　出　議　案

議案第24号 福生市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第25号 福生市手数料条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第26号 福生市乳幼児の医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第27号 福生市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例及び福生市高校生等の医療費
の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第28号 福生市下水道条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第29号 令和７年度福生市一般会計補正予算（第３号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第30号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第31号 福生市表彰条例に基づく一般表彰について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第32号 令和７年度福生市一般会計補正予算（第４号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

※スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
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に
よ
り
市
が
受
け
る
補
助
金

の
影
響
額
に
つ
い
て
伺
う
。

　
マ
ル
乳
が
71
万
円
、
マ

ル
子
は
２
１
１
万
円
、
マ
ル

青
は
２
４
５
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

●
福
生
市
義
務
教
育
就
学
児

の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
及
び
福
生
市
高
校
生
等

の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　

２
０
０
円
の
一
部
負
担

金
の
廃
止
に
つ
い
て
、
26
市

中
に
お
け
る
実
施
順
位
と
対

象
者
数
を
伺
う
。

　
マ
ル
子
に
つ
い
て
は
26

市
中
12
市
目
、
マ
ル
青
に
つ

い
て
は
26
市
中
11
市
目
の
実

施
と
な
る
。
対
象
人
数
は
、

令
和
７
年
４
月
末
現
在
で
マ

ル
子
は
３
１
４
０
人
、
マ
ル

青
は
１
１
７
０
人
と
な
っ
て

い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

熊
川
保
育
園
改
良
費

補
助
金
に
つ
い
て
詳
細
を
伺

う
。

　

主
な
も
の
と
し
て
万
年

塀
の
改
修
補
強
と
防
犯
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
の
付
け
替
え
、
門

扉
の
電
気
錠
化
や
カ
メ
ラ
つ

き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
へ
の
改
良

等
、
防
犯
安
全
対
策
の
た
め

の
工
事
で
、
日
常
の
保
育
活

動
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
日

程
を
組
み
、
12
月
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
物

価
高
騰
対
策
補
助
金
に
つ
い

て
、
１
園
当
た
り
の
補
助
額

と
充
当
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
伺
う
。

　
対
象
施
設
は
認
可
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規

模
保
育
園
、
病
児
保
育
室
、

幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
施
設

の
計
20
施
設
で
、
補
助
基
準

額
は
施
設
類
型
と
規
模
に
も

よ
る
が
、
児
童
数
１
０
０
名

程
度
の
認
可
保
育
所
の
場
合
、

約
52
万
円
と
な
る
。
補
助
対

象
の
経
費
と
し
て
は
、
期
間

中
に
お
け
る
食
材
料
費
及
び

光
熱
費
の
物
価
高
騰
へ
の
対

策
と
し
て
支
出
し
た
経
費
が

対
象
と
な
る
。

　

保
育
所
等
に
お
け
る
給

食
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
詳

細
を
伺
う
。

　
対
象
児
童
数
は
合
計
７

５
５
人
で
、
園
児
１
人
当
た

り
の
補
助
単
価
は
公
定
価
格

相
当
額
の
月
額
４
９
０
０
円

と
す
る
が
、
市
内
の
認
可
保

育
所
及
び
認
定
こ
ど
も
園
に

お
い
て
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
１
人
当
た
り
月
額
４
０

０
円
を
補
助
す
る
副
食
費
軽

減
事
業
分
を
除
い
た
月
額
４

５
０
０
円
と
な
る
。
ま
た
、

幼
稚
園
は
給
食
費
を
月
額
に

よ
る
徴
収
と
し
て
い
な
い
園

も
あ
る
た
め
、
１
食
当
た
り

の
補
助
額
は
３
５
０
円
と
な

る
が
、
上
限
を
超
え
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
園
へ

の
具
体
的
な
想
定
の
対
象
に

つ
い
て
伺
う
。

　

条
例
上
、
福
生
市
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
東
京
都
以
外
の
自
治
体

で
指
定
を
受
け
て
い
る
指
定

下
水
道
工
事
店
を
想
定
し
て

い
る
。

　
６
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
乳
幼
児
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

事
業
に
係
る
所
得
制
限
撤
廃

　
６
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
改
正
の
背
景

に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
６
年
１
月
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、

多
く
の
家
屋
で
排
水
設
備
等

が
破
損
し
た
。
指
定
工
事
店

自
身
も
被
災
し
た
こ
と
で
、

工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

指
定
工
事
店
が
不
足
し
、
排

水
設
備
等
の
復
旧
が
遅
れ
る

要
因
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
被
災
時
に
排
水
設

備
等
の
工
事
が
円
滑
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
災
害
そ
の
他

の
非
常
の
場
合
に
お
い
て
は
、

福
生
市
の
指
定
を
受
け
て
い

な
い
下
水
道
工
事
店
で
あ
っ

て
も
指
定
下
水
道
工
事
店
と

同
様
の
取
扱
い
が
で
き
る
よ

う
規
定
の
整
備
を
す
る
。

　

適
用
し
た
際
の
運
用
上

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

療
費
助
成
費
の
増
な
ど
で
、

６
２
０
０
万
８
千
円
。
生
活

保
護
費
は
生
活
扶
助
基
準
の

見
直
し
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
良
委
託
料
で
３
４
２
万
４

千
円
。
教
育
総
務
費
は
笑
顔

と
学
び
の
体
験
活
動
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
で
、
児
童
が
地

域
の
芸
術
文
化
団
体
か
ら
和

太
鼓
に
関
す
る
専
門
的
な
指

導
を
受
け
る
和
太
鼓
体
験
・

指
導
委
託
料
に
39
万
６
千
円
。

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い

て
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
、
15
年
の
長

き
に
わ
た
り
市
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
佐
藤
正
明
氏
を
自

治
功
労
表
彰
す
る
も
の
。

●
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　
個
人
で
は
、
市
議
会
議
員

と
し
て
貢
献
を
さ
れ
た
石
川

義
郎
氏
、
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
貢
献
を
さ
れ
た
新
藤

美
知
子
氏
、
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

佐
藤
和
男
氏
、
町
会
長
・
自

治
会
長
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

志
茂
信
吾
氏
、
清
水
喜
久
雄

氏
、
小
林
陽
一
氏
、
仲
間
正

司
氏
、
島
崎
泰
二
氏
、
飯
島

尊
士
氏
、
古
海
裕
一
氏
、
田

村
光
男
氏
、
細
谷
満
広
氏
、

都
市
計
画
審
議
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
田
村
半
十
郎

氏
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

委
員
及
び
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
佐
々
木
和

仁
氏
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
萬
沢
明
氏
、

防
災
会
議
委
員
及
び
国
民
保

護
協
議
会
委
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
町
田
朝
夫
氏
、
交
通

安
全
推
進
委
員
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
小
山
武
氏
、

溝
呂
木
勤
氏
、
菅
原
榮
子
氏
、

消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
、

現
在
も
な
お
活
躍
さ
れ
て
い

る
田
辺
浩
祐
氏
。
団
体
で
は
、

軽
自
動
車
及
び
電
動
自
転
車

を
寄
附
さ
れ
た
東
京
福
生
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
一
般
表

彰
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

　
国
か
ら
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
追
加
交
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
市
の
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
お
米
券
を
配
布
す

る
高
齢
者
物
価
高
騰
対
応
生

活
支
援
事
業
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
７
４
７
万
１
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
２
９
７

億
３
１
８
９
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

　

歳
入
で
は
、国
庫
補
助
金

が
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
、

５
月
27
日
に
国
が
令
和
７
年

度
一
般
会
計
予
備
費
を
使
用

し
、同
交
付
金
の
推
奨
事
業

メ
ニュ
ー
分
と
し
て
１
千
億
円

の
増
額
を
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
た
も
の
。本
市
に
お
け
る

交
付
限
度
額
は
１
７
４
７
万

１
千
円
と
提
示
さ
れ
て
お
り
、

高
齢
者
物
価
高
騰
対
応
生
活

支
援
事
業
に
係
る
も
の
と
す

る
。基
金
繰
入
金
は
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
で
、一般
財
源

の
不
足
を
補
う
た
め
、３
千

万
円
を
繰
り
入
れ
る
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
福
祉
費

が
高
齢
者
物
価
高
騰
対
応
生

活
支
援
事
業
で
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
緩
和
し
生
活
支
援

を
図
る
た
め
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
し
て
お
米
券
を

配
布
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

４
４
８
１
万
２
千
円
。

　
高
齢
者
物
価
高
騰
対
応
生

活
支
援
事
業
は
、
依
然
と
し

て
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
交
付
金

を
活
用
し
、
更
な
る
物
価
高

騰
対
策
に
資
す
る
事
業
の
実

施
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
、

米
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
状

況
を
鑑
み
、
主
な
収
入
が
年

金
で
あ
る
高
齢
者
の
経
済
的

支
援
と
健
康
的
な
食
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
お
米
券
を

配
布
す
る
も
の
。
対
象
者
は

令
和
７
年
７
月
１
日
時
点
で

福
生
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に

65
歳
以
上
と
な
る
高
齢
者
約

１
万
６
５
０
０
人
で
、
１
人

当
た
り
お
米
券
４
枚
、
１
７

６
０
円
相
当
を
配
布
す
る
。

今
議
会
に
て
議
決
後
に
速
や

か
に
契
約
手
続
等
を
開
始
し
、

８
月
下
旬
に
は
簡
易
書
留
に

よ
り
自
宅
に
郵
送
す
る
予
定
。

　

業
務
委
託
の
内
容
は
、①

１
人
当
た
り
４
枚
の
お
米
券

の
調
達
及
び
管
理
、②
対
象

と
な
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

約
１
万
６
５
０
０
人
に
配
布

す
る
た
め
の
お
米
券
及
び
案

内
文
の
封
入・封
か
ん
作
業
、

③
不
在
等
に
よ
り
郵
送
し
た

お
米
券
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
へ
の
受
け
取

り
の
勧
奨
と
、受
け
取
っ
た
方

に
対
し
受
託
者
が
有
す
る
市

内
の
店
舗
等
に
お
い
て
実
施

す
る
お
米
券
の
受
渡
し
業
務
。

業
者
は
今
議
会
に
て
議
決
後

に
決
定
す
る
が
、６
万
６
千
枚

の
お
米
券
を
早
急
に
確
保
で

き
、高
齢
者
が
実
際
に
受
領

し
た
お
米
券
の
枚
数
に
応
じ

た
精
算
払
い
と
、郵
送
で
受

領
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
す
る

お
米
券
の
受
渡
し
事
務
が
で

き
る
店
舗
等
の
拠
点
を
市
内

に
有
す
る
こ
と
な
ど
の
仕
様

を
満
た
せ
る
事
業
者
に
委
託

し
た
い
と
考
え
る
。

　
お
米
券
は
１
枚
当
た
り
の

販
売
価
格
は
５
０
０
円
だ
が
、

引
換
え
価
格
は
４
４
０
円
で

お
釣
り
が
出
な
い
金
券
で
あ

る
。
米
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
平

均
価
格
が
４
千
円
前
後
と
な

っ
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、

高
齢
者
の
米
の
購
入
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
１
人

当
た
り
４
枚
、
引
換
え
価
格

に
し
て
１
７
６
０
円
と
し
た
。

使
用
対
象
店
舗
は
市
域
が
限

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

全
国
の
米
穀
店
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
デ
パ
ー
ト
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

お
米
券
取
扱
店
で
利
用
で
き

る
。
ま
た
、
使
用
期
限
は
設

定
さ
れ
て
い
な
い
。

▲「にっとぱーくふっさ」を現地視察

▲令和7年度福生市表彰式

▲委員会の様子

市
民
厚
生
委
員
会

▲多文化キッズサロン「うぇるかむ」を現地視察

▲委員会の様子
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が
、
移
行
後
は
１
枚
で
３
０

０
円
と
な
り
、
手
数
料
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
軽
自
動
車
税
等
事
務
に

つ
い
て
、
税
制
改
正
に
伴
い

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
改
良
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

　
原
動
機
付
自
転
車
の
う

ち
、
総
排
気
量
が
１
２
５
ｃ

ｃ
以
下
で
、
最
高
出
力
を
50

ｃ
ｃ
の
原
動
機
付
自
転
車
と

同
等
の
４
・
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
下
に
制
御
さ
れ
た
、
新
基

準
バ
イ
ク
と
い
う
区
分
が
新

設
さ
れ
、
税
率
を
50
ｃ
ｃ
の

原
動
機
付
自
転
車
と
同
額
の

年
額
２
０
０
０
円
と
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
新
し
い
車
両

区
分
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
標
識
交
付
証
明
書
等

の
各
種
帳
票
や
照
会
画
面
、

集
計
表
等
の
修
正
が
必
要
と

な
り
、
シ
ス
テ
ム
改
良
を
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

笑
顔
と
学
び
の
体
験
活

動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ

い
て
、
福
生
第
三
小
学
校
が

対
象
校
と
な
っ
た
、
選
定
経

緯
及
び
対
象
学
年
、
指
導
を

受
け
る
回
数
や
人
数
、
指
導

及
び
発
表
日
程
に
つ
い
て
伺

う
。

　

福
生
第
三
小
学
校
は
、

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
和
太

鼓
演
奏
を
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
取
り
上
げ
、
運
動
会

で
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
き

た
実
績
が
あ
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
こ
の
た
び
和
太
鼓

体
験
を
子
供
企
画
型
と
し
て

事
務
を
、
個
人
番
号
利
用
事

務
に
追
加
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
シ
ス
テ
ム
上
で
何
か

影
響
等
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
は
、
標
準
仕
様
書
へ

準
拠
す
る
際
、
こ
の
宛
名
管

理
シ
ス
テ
ム
内
に
住
登
外
者

宛
名
番
号
管
理
機
能
を
実
装

す
る
。
実
装
後
も
管
理
方
法

等
に
大
き
な
変
更
が
な
い
こ

と
か
ら
、
影
響
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

●
福
生
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
改
正
に
至
っ

た
背
景
及
び
土
地
と
建
物
の

数
え
方
が
整
理
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
な

ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

住
民
の
利
便
性
の
向
上

及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
政

運
営
の
効
率
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
３
年

９
月
に
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
政
令
に
よ
り
、

標
準
化
の
対
象
と
な
る
20
業

務
に
つ
い
て
標
準
仕
様
書
に

沿
っ
た
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
が
必
要
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
税
務
シ
ス
テ
ム

標
準
仕
様
書
に
よ
る
様
式
へ

変
更
す
る
た
め
、
条
例
改
正

が
必
要
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
標
準
様
式
に
よ
り
、

土
地
と
家
屋
を
合
わ
せ
て
５

件
ま
で
の
表
示
が
可
能
と
な

る
た
め
、
例
え
ば
土
地
が
２

件
、
建
物
が
１
件
の
場
合
、

現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
２
枚
で

６
０
０
円
の
手
数
料
で
あ
る

の
支
払
い
が
必
要
と
な
る
。

　
生
活
扶
助
基
準
の
見
直

し
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

物
価
高
へ
の
対
応
な
ど

社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

令
和
７
年
10
月
か
ら
の
２
年

間
、
臨
時
的
・
特
例
的
な
措

置
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
加

算
額
１
０
０
０
円
に
５
０
０

円
を
上
乗
せ
し
て
生
活
保
護

受
給
者
１
人
当
た
り
月
額
１

５
０
０
円
を
加
算
支
給
す
る
。

入
院
患
者
や
介
護
施
設
入
所

者
に
つ
い
て
は
、
食
費
や
光

熱
費
等
が
現
物
給
付
さ
れ
て

い
る
状
況
等
を
踏
ま
え
、
現

行
の
加
算
の
額
で
あ
る
１
人

当
た
り
月
額
１
０
０
０
円
を

維
持
す
る
。

　
６
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

住
登
外
者
と
言
わ
れ
る

方
の
情
報
の
管
理
に
関
す
る

議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
ま
で
議
論
を
行
っ
て

き
た
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

本
会
議
及
び
委
員
会
に
お
け

る
呼
称
に
つ
い
て
、
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
も
協
議
を
行

っ
た
。

　
６
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
令
和
６
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
環
境
整
備
法
）に
基
づ
き
、

対
象
と
な
る
18
事
業
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
環
境
整
備
法
の
第
３
条
に

よ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
校
の
防
音
機
能
復
旧

（
復
機
）事
業
や
雨
水
管
渠
更

生
事
業
に
充
て
ら
れ
、
補
助

金
の
総
額
は
６
億
４
７
２
６

万
６
千
円
。

　

第
８
条
に
よ
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
福
生
第
四
小
学
校

空
調
設
備
等
改
良
事
業
に
充

て
ら
れ
、
補
助
額
は
１
千
５

７
７
万
１
千
円
。

　

第
９
条
の「
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
」

を
活
用
し
た
事
業
は
、
熊
川

駅
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
事

業
、
自
転
車
駐
車
場
施
設
改

良
工
事
、
小
中
学
校
校
庭
照

明
改
良
事
業
他
、
全
５
事
業

に
つ
い
て
交
付
さ
れ
、
総
額

は
７
億
１
３
６
９
万
５
千
円
。

２　
令
和
８
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　
国
の
補
助
金
申
請
の
事
務

手
続
き
上
、
こ
の
時
期
に
概

算
要
望
を
実
施
し
て
お
り
、

予
算
確
保
に
向
け
て
北
関
東

防
衛
局
に
要
望
し
て
い
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
松
林
会

館
改
良
事
業
、
白
梅
会
館
改

良
事
業
が
追
加
さ
れ
、
い
ず

れ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を

実
施
す
る
た
め
の
事
業
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
事

業
の
中
に
は
２
か
年
に
わ
た

る
事
業
も
あ
る
。
要
望
額
に

つ
い
て
は
２
か
年
分
の
事
業

全
体
の
補
助
金
要
望
額
も
含

め
、
13
億
１
８
１
９
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

申
請
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
都

教
育
委
員
会
か
ら
実
施
校
と

し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
対
象
学
年
は
、
第
６
学

年
全
児
童
に
な
る
。
指
導
回

数
は
３
回
を
予
定
、
人
数
は

一
回
、
３
人
程
度
。
指
導
に

つ
い
て
は
７
月
か
ら
始
ま
り
、

発
表
は
10
月
25
日
の
運
動
会

を
予
定
し
て
い
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
の
臨
時
会
に
お

い
て
新
し
い
メ
ン
バ
ー
構
成

と
な
っ
た
本
委
員
会
で
は
、

総
務
文
教
委
員
会

３　
横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項（
案
）に
つ
い
て

　

例
年
実
施
し
て
い
る
防
衛

省
本
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
は
７
月
25
日

に
議
長
及
び
委
員
全
員
で
実

施
す
る
。

　
横
田
基
地
周
辺
対
策
等
要

望
事
項
に
つ
い
て
は
、

　
１　

横
田
基
地
周
辺
対
策

の
充
実
に
つ
い
て
、
防
音
機

能
復
旧
事
業
の
採
択
や
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
の
充
実
等
全
８
項
目
。

　
２　
令
和
８
年
度
防
衛
補

助
事
業
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

先
に
予
算
要
望
し
て
い
る
項

目
す
べ
て
に
つ
い
て
採
択
を

要
望
す
る
も
の
。

　

３　

Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ

イ
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
現
在
横
田
基
地
に
は
６

機
の
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ

が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
令
和

元
年
７
月
に
正
式
な
部
隊
と

し
て
発
足
し
た
。
令
和
６（
２

０
２
４
）年
頃
ま
で
に
計
10
機

の
配
備
と
な
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
情
報
提
供
が
な

い
中
６
機
目
の
機
体
が
配
備

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

後
の
配
備
計
画
等
に
関
す
る

情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
提

供
す
る
と
と
も
に
、
米
国
政

府
に
対
し
て
も
、
迅
速
か
つ

十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
等
全
４
項
目
。

　
４　

横
田
基
地
の
運
用
に

伴
う
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ

い
て
。

　
５　

感
染
症
の
拡
大
防
止

措
置
及
び
情
報
提
供
に
つ
い

て
。

　
６　

横
田
基
地
に
関
す
る

周
辺
住
民
へ
の
対
応
に
つ
い

て
。

　
７　

米
空
母
艦
載
機
に
よ

る
着
陸
訓
練
の
全
面
中
止
に

つ
い
て
は
、
米
空
母
艦
載
機

に
よ
る
着
陸
訓
練
に
つ
い
て

は
、
横
田
基
地
本
来
の
機
能

を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
、
今
後
も
横
田
基
地

に
お
け
る
米
空
母
艦
載
機
着

陸
訓
練
は
一
切
実
施
し
な
い

こ
と
等
。

　
８　
騒
音
防
止
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
場
周
経
路

を
逸
脱
し
た
低
空
飛
行
や
夜

間
飛
行
が
目
立
っ
て
い
る
。

市
民
生
活
に
配
慮
し
航
空
機

騒
音
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

日
米
合
同
委
員
会
の
合
意
事

項
を
遵
守
す
る
こ
と
を
求
め

る
等
全
４
項
目
。

　

９　

在
日
米
軍
の
事
件
・

事
故
に
関
す
る
的
確
な
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、
日
米
合

同
委
員
会
の
合
意
に
基
づ
く

事
件
・
事
故
情
報
以
外
で
も
、

基
地
に
起
因
す
る
事
故
等
が

発
生
し
た
場
合
は
速
や
か
に

事
故
等
の
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
等
。

　

10　

基
地
の
外
に
お
け
る

軍
人
等
の
法
遵
守
、
マ
ナ
ー

の
向
上
に
つ
い
て
。

　

11　
自
衛
隊
の
運
用
及
び

周
辺
住
民
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
。

　

12　

軍
民
共
同
利
用
に
つ

い
て
。

　

13　
在
日
米
軍
と
住
民
と

の
交
流
促
進
に
つ
い
て
。

　

14　
地
元
産
業
活
性
化
の

促
進
に
つ
い
て
。

　

15　
泡
消
火
薬
剤
に
関
す

議
会
運
営
委
員
会

▲福生第三小学校での和太鼓演奏指導の様子

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

活
動
か
ら

活
動
か
ら

▲福生第二中学校の校庭照明灯

▲委員会の様子

▲委員会の様子

▲委員会の様子
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編

集

後

記

今
定
例
会
は
、
各
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会

委
員
な
ど
、
新
た
な
委
員
構

成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
を
問
う
一
般
質
問
も

各
議
員
が
様
々
な
テ
ー
マ
で

行
い
ま
し
た
。

現
在
、
お
米
の
価
格
高
騰

や
物
価
高
で
、
多
く
の
市
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
、
保
育
所
・
幼
稚

園
な
ど
へ
の
物
価
高
緊
急
対

策
補
助
金
や
給
食
費
補
助
事

業
、
ま
た
乳
幼
児
・
義
務
教

育
就
学
児
・
高
校
生
の
医
療

費
助
成
事
業
の
所
得
制
限
撤

廃
、
さ
ら
に
高
齢
者
へ
お
米

券
配
布
な
ど
が
含
ま
れ
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会

で
は
、「
議
会
改
革
に
つ
い

て
」活
発
な
議
論
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
議
会
基
本
条
例

の
制
定
」や「
政
治
倫
理
条
例

の
制
定
」な
ど
が
テ
ー
マ
で
、

そ
の
中
で
市
民
の
皆
様
と
意

見
交
換
で
き
る
議
会
報
告
会

や
課
題
懇
談
会
な
ど
も
検
討

し
て
い
ま
す
。
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
夏
も
近
年
の
中
で

は
か
な
り
熱
い
夏
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　全国市議会議長会では、議長及び議員として多年にわたり地方自治に功績
のあった方を表彰しています。
　令和７年度においては、２名の議員が表彰されました。

正副議長４年　武藤　政義 議員　　　議員10年　佐藤　弘治 議員

議員表彰

次回定例会【令和7年第3回】のお知らせ（予定）

日 月 火 水 木 金 土
8/31 9/1 2 3 4 5 6

本会議
午前10時開会

7 8 9 10 11 12 13

決算審査
特別委員会
午前10時開会

14 15 16 17 18 19 20

敬老の日

常任委員会
午前10時開会

21 22 23 24 25 26 27
秋分の日 議会運営

委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和７年９月２日～９月26日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。

一般質問一般質問一般質問一般質問

福生市議会では、議員のプロ
フィール、選挙時の公報、一般
質問の内容を、18名の議員ごと
にまとめた『福生市議会　議員
ＢＯＯＫ』を作成しています。
議会改革の一環として、“一

般質問の重要性”や“議会に関す
る情報”を積極的に発信してい
きます。

ご覧くださいご覧ください
『福生市議会　議員BOOK』『福生市議会　議員BOOK』

 市議会ホームページに掲載しています。
こちらのＱＲコードからご覧いただけます。

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
１
月
に
発
生
し
た
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
等
を
含
む
水
の
漏
出
事

案
に
つ
い
て
は
、
情
報
提
供

が
な
い
ま
ま
公
表
や
報
道
が

な
さ
れ
た
こ
と
や
、
事
案
発

生
か
ら
２
年
以
上
、
か
つ
、

公
表
後
１
か
月
以
上
経
過
し

て
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
た
こ

と
は
大
変
遺
憾
で
あ
り
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
を
含
む
旧
式
の
泡

消
火
薬
剤
が
残
存
し
て
い
る

箇
所
が
な
い
か�

国
の
責
任
に

お
い
て
米
軍
に
確
認
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
を
情
報

提
供
す
る
こ
と
等
全
４
項
目
。

４　
横
田
基
地
日
米
友
好
祭

に
つ
い
て

　
令
和
７
年
５
月
17
日（
土
）、

18
日（
日
）の
２
日
間
で
開
催

さ
れ
、
来
場
者
数
は
約
11
万

７
千
人（
令
和
６
年
は
30
万
２

０
０
０
人
）と
情
報
提
供
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
米
軍
や
自
衛
隊
等

の
航
空
機
の
展
示
に
つ
い
て
、

横
田
基
地
広
報
部
か
ら
の
事

前
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
31

機
種
の
地
上
展
示
な
ら
び
に

自
由
降
下
及
び
空
挺
降
下
展

示
も
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

４
月
４
日（
金
）に
12
機
の

Ｆ-

15
イ
ー
グ
ル
が
予
定
外
の

着
陸
の
た
め
、
横
田
基
地
に

ダ
イ
バ
ー
ト
し
た
。
理
由
は

作
戦
上
の
必
要
に
よ
る
も
の
。

　

６
月
６
日（
金
）、
防
衛
本

省
か
ら
の
情
報
で
６
月
７
日

（
土
）に
、
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ

が
横
浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
か

ら
離
陸
予
定
。
そ
の
後
、
同

機
と
思
わ
れ
る
機
体
が
横
田

基
地
へ
飛
来
し
た
こ
と
を
確

認
し
た
と
の
情
報
が
あ
っ
た
。

６　
横
田
基
地
内
の
視
察
に

つ
い
て

　

本
委
員
会
で
は
横
田
基
地

へ
の
視
察
を
長
年
行
っ
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
横

田
基
地
の
態
様
の
変
化
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、
視
察
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳を
デイジー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしていま
す。ご家族やお知り合いで、希望される方がいらっしゃいましたら、ご
連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具と
して給付を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523

多摩ケーブルネットワークでも本会議の生中継を放映します。ぜひご覧ください。
ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

ご利用ください  市議会インターネット中継

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法　 福生市公式ホームページ 「福生◆利用方法　 福生市公式ホームページ 「福生

市議会」よりアクセス市議会」よりアクセス

福生市議会
インターネッ
ト中継

　パソコンのほか、スマー　パソコンのほか、スマー
トフォン、タブレット端末でもトフォン、タブレット端末でも
視聴できます。視聴できます。
　議員の一般質問や市長　議員の一般質問や市長
の答弁の様子が見られ、よの答弁の様子が見られ、よ
り身近に議会を感じていたり身近に議会を感じていた
だけます。ぜひご利用くだだけます。ぜひご利用くだ
さい。さい。

写真等も掲載しながら、
見やすく、わかりやすい
議会情報をお届けしています。

ⅩⅩ((旧旧ツツイイッッタターー)) Facebook

▲日米友好祭の様子

議場には、補聴器をお使いの方、高齢
等で聴き取りにくい方のために音声を送
るヒアリングループを導入しています。


